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ナノ計測分析ツールを活用した高機能部材・デバイスの開発による
ナノテクイノベーションの創出

地域イノベーション戦略

　付加価値の高いモノづくりを支援する研究開発拠点「知の拠点あいち」にある最先端のナノ計測分析ツール（シンク
ロトロン光、高度計測分析機器）を活用し、モノづくりのイノベーションの基盤となる産学官連携の研究開発を行い、
ナノ計測分析に裏打ちされた高機能部材・デバイスの開発を実現します。

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

愛知県「知の拠点」ナノテクイノベーション
戦略推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…中部経済連合会、
　　名古屋商工会議所
学…名古屋大学、名古屋工業大学、
　　豊橋技術科学大学、
　　豊田工業大学
官…愛知県
金…三菱東京UFJ銀行
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http://www.astf-kha.jp/strategy.html

　愛知県主導の大型共同研究開発プロジェクト（重点研究プロジェクト：低
環境負荷型次世代ナノ・マイクロ加工技術の開発プロジェクト、食の安心・安
全技術開発プロジェクト、超早期診断技術開発プロジェクト）等を推進し、5年
間の事業期間中に86件に及ぶ革新的な技術・製品の開発を実現することが
できました。

【代表的な成果】

1. 航空機エンジン用燃焼器ケースの加工能率向上を実現

　高強度の耐熱合金を材料とする航空機エンジンの燃焼器ケースの加工は

極めて難しく、多大な時間とコストを要することが課題となっています。そこ

で、耐熱合金インコネル718を対象に、旋削加工、ミリングマシンによる荒

加工、仕上加工等の各種加工形態・条件において、加工速度向上、工具寿命

延長による加工能率の向上に取り組みました。

　その結果、荒加工において40倍、刃先制御により10倍の加工能率向上を

達成するなど、従来工法に比べ製作時間を40％短縮できるようになり、本

研究で確立した加工技術、新規工具により、航空機エンジン部品のほか、自動

車部品等の各種難加工性材料の高能率加工にも応用されることが期待されて

います。

2. 残留農薬検査キットの開発

　農作物の出荷前に行われる残留農薬の自主検査は、分析機関への委託が

一般的で、結果を得られるのが出荷後になってしまうこともあります。そこで、

集荷場や出荷場等のオンサイトで出荷前自主検査の実現を目指す検査デバ

イスの開発に取り組みました。

　開発した検査キットは、抗原抗体反応を基本原理とし、農薬を個別に検出

することができます。サンプルを滴下するだけで極めて簡単に測定でき、目

視でおよその残留値を判定できるため、現場での「簡単・迅速・安価」な検

査が可能となります。

3. 早期がん診断用マイクロデバイスの開発

　体液中のタンパク質は、がん診断マーカーとして期待されていますが、従

来技術では、検出感度や診断時間、分析コストに課題がありました。

　そこで微細加工技術を活用し、タンパク質を捕捉するマイクロデバイス（イ

ムノピラーデバイス）と小型検出器を開発しました。開発品を使用すること

で、体液中に存在する極微量のタンパク質を従来法と比較して1,000倍高

速に10倍以上の高い感度で検出することが可能となりました。さらに分析

に要するコストについても、従来比10分の1の低コスト化を達成し、平成27

年度から販売を開始しています。

プログラム終了後も当地域独自の取組を継続実施することで、地域内で持続的なイノベーション創出を目指していきます。
第一に、「重点研究プロジェクト成果活用プラザ」を愛知県の公設試験研究機関（あいち産業科学技術総合センター）内に設置し、地域企業へ
の技術移転や参加企業の製品化支援等を行うことで、創出した成果を地域内に広く普及させていきます。
第二に、地域連携コーディネータを引き続き配置し、コーディネータによる企業訪問等により、ネットワークの維持・拡大に努めます。
第三に、愛知県主導の研究開発プロジェクト（重点研究プロジェクトⅡ期）を継続実施し、地域発の共同研究開発を引き続き推進していきます。
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航空機エンジン用燃焼器ケースの加工能率向上を実現

事業成果

自立化に向けた取組

無意識生体計測＆検査によるヘルスケアシステムの開発

地域イノベーション戦略

　平均寿命と健康寿命の乖離、医療費の高騰等、超高齢社会に伴う課題が顕在化しています。今後は国民が自身の
健康に責任を持ち積極的に健康管理を行い、在宅で快適な健康長寿生活を送ることが求められます。在宅や地域
コミュニティにおいて気軽に利用できる技術の開発と、その成果の事業化及びその地域実装に向けた取組を通じて
イノベーションを創出し、幸齢社会（誰もが幸せに歳を重ねることのできる社会）を実現することを目指します。

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

けいはんな学研都市
ヘルスケア開発地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…関西経済連合会
学…奈良先端科学技術大学院大学、奈良女子大学、　　　　
　　大阪大学、京都府立医科大学、奈良県立医科大学、
　　同志社大学、大阪電気通信大学、
　　産業技術総合研究所関西センター
官…京都府、大阪府、奈良県
金…南都銀行、京都銀行、関西文化学術研究都市推進機構

http://www.kri-p.jp/healthcare/

　平成25年度までは、無意識生体計測及び非侵襲検査技術を中心に研
究開発を行いました。平成26年度からは、事業化を進めるとともに、地
域実装を目指した取組をスタートしました。その結果、査読論文103件、
特許等出願49件、試作品37件、新商品10件、新企業1件等、木津川市
及び香芝市等で「健康キャラバン」等の地域実装を実現しました。

【代表的な成果】

1. けいはんなヘルスケアシステム

　木津川市のニーズに基づき、地元の山城南保健所、相楽医師会や相楽

薬剤師会の協力のもと、京都産業21地域産業育成産学連携推進事業の

採択も得て、地域住民の啓発活動「健康キャラバン」の実証事業を実施し

ました。「健康キャラバン」は、公民館等住民の生活圏で参加でき、非侵

襲計測・検査機器等（本事業の成果：「健康みはり」「お天気料理」、骨密

度計測装置や動脈硬化スクリーニング装置等も利用）を使って健康アド

バイスを行う健康度測定イベントです。参加者の約80％が食事、運動・

検診受診等の行動変容に繋がることを実証しました。これらにより、木

津川市は今後独自で実施することを決定、香芝市は一部単費負担の方針

を決定するなど、地域実装が実現できました。

　また、健康支援システム「健康みはり」及び「お天気料理」の商品化も実

現しました。さらに、ジュニア層向け超音波骨密度計測装置を開発し、木

津川市教育委員会等の協力により、地元中高生の骨密度計測をスタート

しました。

2. 在宅療養患者再発防止・QOL向上支援システム

　脳卒中や心筋梗塞等を発症し、その後回復した患者は、10年以内に再

発する可能性が50%以上と言われています。それらの患者のQOL向上及

び再発率を低減するための支援システムの開発を進めています。

　これまで研究開発した無意識生体計測技術を活用し、椅子型のカフレ

ス血圧推定装置、ベット型の就寝時心電計測・不整脈検出装置及び簡易

型リハビリ運動評価装置を開発しています。これらの計測データをクラウ

ドサーバーに集積し、コーディネータが監視し、医師や関係者と連携して

適切な対応を行います。平成27年度には患者基礎実験を実施するととも

に、サーバーシステムを完成させました。このシステムの対象者は約850

万人と推定され、大きな市場が予測されています。また、再発防止による

医療費抑制と患者QOLの確保や、医療コーディネータを目玉とした新た

な雇用創出も期待されます。

　現在、参画企業の要望を第一に考え、地域資金をベースに取り組んでいます。そのため、京都府からの資金や大学・企業の協力を得て、「けい
はんなＲ＆Ｄイノベーションコンソーシアム」を平成28年5月23日に設立し、その中で、これまでの成果を生かしていきます。また、上記二つの
代表的なテーマを中心に、関西学研都市推進機構が継続して支援しています。特に、人材育成プログラムにて開発してきた「健康キャラバン」は、
ベンチャー企業に移して、自治体や企業を顧客として料金をいただき事業推進しています。機器共用化については、同地域において実施してい
るリサーチコンプレックス推進プログラムの中でfMRI等の高性能の機器も含めて、地域で有効に活用しています。

在宅療養患者再発防止・QOL向上支援システム

けいはんなヘルスケアシステム

（木津川市での「健康キャラバン」）

本事業の成果を利用して地域実装を目指した取組
（重点テーマ）

事業成果

自立化に向けた取組


